















































⑶　指導体制：Main Teacher（MT）である英語専科教員とAssistant Language Teacher（ALT），中学校英語科教
員によるティーム・ティーチング
　⑷　検証授業の設計








・I like (basketball). I want to join the (basketball team). What club do you want to join? I want to enjoy (sports 
day). What event do you want to enjoy? I want to ﹇study hard / read many books / make many friends﹈.





６年生では年間70時間の時数を確保し，Hi, Friends! 2とWe Can! 1, 2の教材を併用して，ローマ字表を参照しながら
自分の名前を書いたり，ワークシートのワードボックスを参考に英文を書き写したりする活動に段階的に取り組んでき
た。スポーツや，行事，教科などを表す語句については，これまで学習した単元で十分に音声に親しんでいる。また，














1 Small Talk 1 ポインティングゲーム
2 【Letʼs Watch and Think 1】 2 【Letʼs Talk】自分が入りたい部活動
3 どんな行事があるかを知ろう！ 3 【Letʼs Write】 “I want to join ~.”
4 【Letʼs Write】 “I want to enjoy ~.” 4 中学生への質問を考えよう！




















図１　ワークシート “I want to enjoy (行事).” 図２　ワークシート “I want to join the (部活動).”
図３　学校紹介スピーチの様子 図４　あいさつリレーの様子 図５　Small Talkの様子
Dear （中学校名）students and teachers, 
Thank you for the class.  
It was fun.  
I want to enjoy chorus festival. 












「B」の文例としては，図１のワークシートに事前に準備した「I want to enjoy Sports Day.」や，図２のワークシー
トに基づいた「I want to join the brass band.」といった記述が挙げられる。「A」の文例としては，中学生のスピーチ
を受けて伝えたい内容を表現した，「I want to study English.」という記述や，入りたい部活動の表現に続けて「I 






















項目内容 はい 少しはい どちらでもない 少しいいえ いいえ
1 活動は面白かった 13 13 2 0 0
2 活動はやりがいがあった 13 11 4 0 0
3 チャレンジできた 12 11 4 1 0
4 自分に自信がついた 10 12 5 1 0
5 活動に満足している 13 10 4 1 0

































項目内容 M SD 項目内容 M SD
1 活動は面白かった 4.40 0.63 4 自分に自信がついた 4.11 0.83
2 活動はやりがいがあった 4.32 0.72 5 活動に満足している 4.25 0.84
3 チャレンジできた 4.21 0.83 6 もっとやってみたい 4.36 0.68
表６　自由記述の内容（N=28）
わかった・できる・できた (17) 書ける・書く (5)
～したい (14) 役に立つ・使える (4)
中学校・中学生 (13) 難しい・難しそう (4)
がんばった・がんばる (11) 単語 (3)
楽しく・楽しみ (7) 面白い・面白かった (2)
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